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P. ２ 新酒とふるさとの味まつり（ラスト）
P. ４ 確認じゃ！「高齢者向け給付金」
P. ６ トロッコ列車発車式
P. ７ 旅立ちの卒業（園）式◀携帯電話・スマートフォンからも

　「広報たかもり」をご覧になれます。
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今季の営業スタート



　

３
月
４
日
（
金
）、
幼
児
・
児
童
体
育
教

室
３
年
生
の
卒
業
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
卒
業
生
は
11
名
。
今
回
は
、
保

護
者
も
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
の
日
頃
の
頑

張
り
を
見
て
頂
き
ま
し
た
。
み
ん
な
が
跳
び

箱
を
跳
べ
る
よ
う
に
な
り
、
６
段
を
跳
べ
る

子
ど
も
も
い
て
、
１
年
間
で
素
晴
ら
し
い
成

長
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
子
ど
も
た
ち
は
、
１・
２
年
生

の
お
手
本
と
な
り
、
幼
児
・
児
童
体
育
教
室

を
盛
り
あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
体
育
教
室
で
は
、
４
月
か
ら
の
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す
。
運
動
が
好
き
な
方
、
学
生

の
方
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　

５
月
15
日
（
日
）、
第
４
回
泥
り
ん
ピ
ッ

ク
２
０
１
６
を
開
催
し
ま
す
。
雨
の
日
で
も

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
事
務
局

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

午
前
の
部　
午
前
９
時
～

　
ミ
ニ
バ
レ
ー
団
体
戦
（
16
チ
ー
ム
限
定
）

　
５
人
制
（
中
学
生
以
上
１
チ
ー
ム
６
人
）

　
︽
参
加
費
︾
５
千
円
／
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
（
軽
食
、
参
加
費
込
み
）

※ 

ミ
ニ
バ
レ
ー
団
体
戦
は
事
前
申
込
が

　

 

必
要
で
す（
５
月
６
日（
金
）ま
で
）。

午
後
の
部　
12
時
30
分
～

　
綱
引
き
・
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
他

　
︽
参
加
費
︾
２
百
円
／
人

　
　
　
　
　
（
高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
会
員
無
料
）

「
野
焼
き
」を
望
み
な
が
ら

高
森
の
味
に
舌
つ
づ
み

体
育
教
室

３
年
生
卒
業
式

イ
ベ
ン
ト
告
知

　

２
月
13
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
「
新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ

り
」。
最
終
日
に
は
、
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
一
帯
で
盛
大
に
ラ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト

が
開
か
れ
、
多
く
の
人
が
新
酒
や
町
の

伝
統
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
新
酒
の
受
取
り
場
所
で
は
長
蛇
の
列

を
つ
く
り
、
な
み
な
み
と
つ
が
れ
た
升

に
口
を
寄
せ
な
が
ら
零
れ
な
い
よ
う
慎

重
に
持
ち
運
ぶ
人
々
の
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
町
内
の
飲
食
店
等
が
出
店
す
る

販
売
ブ
ー
ス
で
は
、
阿
蘇
あ
か
牛
の
丸

焼
き
、
高
森
田
楽
、
ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き

な
ど
が
な
ら
び
、行
列
を
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、本
町
と
交
流
を
深
め
て
い
る「
天

草
・
牛
深
」
地
区
か
ら
も
海
産
物
が
販

売
さ
れ
、
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
く
も
り
空
で
の
開
催
で
し

た
が
、
会
場
か
ら
は
野
焼
き
を
望
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
高
森

の
風
景
を
横
に
酒
や
料
理
を
口
に
し
、

舌
鼓
を
う
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
恒

例
の
味
噌
詰
め
大
会
。
参
加
者
は
時
間

内
で
器
に
ど
ん
ど
ん
盛
り
上
げ
、
満
足

げ
に
味
噌
を
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

高
Ｓ
Ｐ
Ｏ
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
） 

の
助
成
を
受
け
た

事
業
で
す
。

問 高ＳＰＯ事務局
☎６２－２９９１

http://www.takaspo.jp/

※スマホ、携帯からでも閲覧可能です。
   ＷＥBページもぜひご覧ください！
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年
金
だ
よ
り
（
保
険
料
の
追
納
制
度
・
後
納
制
度
）

子
子
育
て

　
こ
れ
ま
で
は
１
日
に
保
育
す

る
乳
幼
児
の
数
が
６
人
以
上
の

認
可
外
保
育
施
設
や
認
可
外
の

訪
問
型
保
育
事
業
（
い
わ
ゆ
る

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
事
業
）
を
行

う
場
合
に
、
原
則
、
届
出
が
必

要
で
し
た
が
、
平
成
28
年
４
月

以
降
は
１
日
に
保
育
す
る
乳
幼

児
の
数
が
１
人
以
上
の
場
合

に
、届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
た
だ
し
、
臨
時
に
設
置
さ
れ

る
場
合
等
は
除
き
ま
す
。）

　
都
道
府
県
知
事
等
へ
の
届
出

は
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
既
に
届
出
を
し
て
い

て
も
、
子
ど
も
の
預
か
り
サ
ー

ビ
ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
を

活
用
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い

る
方
は
、平
成
28
年
４
月
以
降
、

利
用
し
て
い
る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ

イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
届
け
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

届
出
先

　
お
住
ま
い
の
都
道
府
県
（
指

定
都
市
・
中
核
市
の
場
合
は
、

指
定
都
市
・
中
核
市
）

　
事
業
所
が
所
在
す
る
都
道
府

県
（
指
定
都
市
・
中
核
市
の
場

合
は
、
指
定
都
市
・
中
核
市
）

　
認
可
外
保
育
施
設
指
導
監
督

基
準
に
、
認
可
外
保
育
施
設
及

び
認
可
外
の
訪
問
型
保
育
事
業

者
は
、「
保
育
従
事
者
の
人
間

性
及
び
専
門
性
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
」と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

預
け
ら
れ
る
よ
う
に
積
極
的
に

研
修
を
受
講
し
、
保
育
従
事
者

の
質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
認
可
外
の
訪
問
型
保
育
事
業

や
１
日
に
保
育
す
る
乳
幼
児
の

数
が
５
人
以
下
の
認
可
外
保
育

施
設
は
、
研
修
の
受
講
状
況
も

届
出
事
項
で
す
。

　

研
修
の
受
講
に
つ
い
て
は
、

届
出
先
の
都
道
府
県
等
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。（
研
修
の
例：

居
宅
訪
問
型
保
育
研
修
、
子
育

て
支
援
員
研
修
等
）

１
人
で
も
乳
幼
児
を
保
育
す
る
（
預
か
る
）
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

都
道
府
県
知
事
等
へ
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
！

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

活
動
状
況
報
告

問 

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
（
62
）
３
３
１
１

問 

住
民
福
祉
課 

福
祉
係

☎
（
62
）
１
１
１
１

　
  

内
線
１
３
２

★ 
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.pref.kum

a 
m

oto.jp/kiji_14735.htm
l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

定
期
的
に
研
修
を

受
け
ま
し
ょ
う

個
人
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
事
業
者

作
っ
て
遊
ん
で
、
オ
ニ
さ
ん
と

お
友
だ
ち
（
２
月
３・４
日
）

　
節
分
の
日
。
豆
ま
き
用
の
豆

を
入
れ
る
箱
を
親
子
で
作
る
こ

と
か
ら
は
じ
め
、
牛
乳
パ
ッ
ク

に
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
り
、
オ
ニ

の
顔
を
描
い
た
り
し
て
準
備
を

し
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
箱
に
落
花
生
を
た

く
さ
ん
入
れ
、
首
か
ら
下
げ
て

壁
に
貼
っ
た
オ
ニ
に
向
か
っ
て

皆
で
豆
を
投
げ
ま
し
た
。
病
気

や
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
オ
ニ

は
追
い
払
い
、
福
と
一
緒
に
優

し
い
オ
ニ
を
招
き
入
れ
ま
し

た
。

　
豆
ま
き
後
は
、
大
豆
を
使
っ

た
お
や
つ
﹃
き
な
粉
大
豆
﹄
や

﹃
大
豆
と
バ
ナ
ナ
の
お
焼
き
﹄

を
試
食
し
ま
し
た
。

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
会

（
２
月
22
日
）

　
生
後
３
个
月
か
ら
１
歳
２
个

月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
親

子
が
集
ま
り
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
い
ま
し
た
。

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
始
め
た
と
き

は
、
赤
ち
ゃ
ん
は
何
を
さ
れ
て

い
る
の
か
と
、
き
ょ
と
ん
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
気
持

ち
よ
く
な
っ
て
く
る
と
笑
顔
を

見
せ
始
め
、
終
わ
る
頃
に
は

す
っ
か
り
み
ん
な
笑
顔
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
免
疫
ア
ッ
プ
す
る
箇
所
や
寝

ぐ
ず
り
す
る
時
に
す
る
と
良
い

こ
と
等
も
教
わ
り
ま
し
た
。
家

で
も
入
浴
中
、オ
ム
ツ
交
換
時
、

就
寝
前
な
ど
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

続
け
て
頂
け
る
と
よ
い
そ
う
で

す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

に
あ
た
っ
て
は
、
過
去
に
免
除

し
て
い
た
保
険
料
ま
た
は
免
除

は
し
て
い
な
い
が
納
め
忘
れ
た

保
険
料
を
納
め
た
い
方
へ
の
追

納
・
後
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

追
納
・
後
納
を
す
る
際
は
、

納
付
書
で
の
納
付
に
な
り
ま

す
。（
口
座
振
替
で
の
納
付
は

で
き
ま
せ
ん
。）

　

お
問
い
合
わ
せ
及
び
お
申

し
込
み
は
、
熊
本
東
年
金
事

務
所
（
☎
０
９
６
（
３
６
７
）

２
５
０
３
）
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

追
納
制
度

　
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期

間
の
保
険
料
を
後
に
納
め
る
事

を
言
い
、
追
納
で
き
る
の
は
追

納
が
承
認
さ
れ
た
月
の
前
10
年

以
内
の
免
除
等
期
間
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
承
認
さ
れ

た
期
間
の
う
ち
、
原
則
古
い
期

間
か
ら
の
納
付
に
な
り
ま
す
。 

後
納
制
度

　
時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
国
民
年
金
保
険
料

を
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成

30
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限

り
、
過
去
５
年
分
ま
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

問 

住
民
福
祉
課  

福
祉
係  

☎
（
62
）
１
１
１
１  

内
線

132

『くまもと子育て応援の店』
子育て支援パスポート事業全国共通展開スタート
　全国 40 道県が ｢子育て支援パスポート事業（く
まもと子育て応援の店）の全国共通展開｣ に参加
し、平成 28 年４月から県外でも料金の割引や特典
などのサービスが受けられるようになりました。た
だし、他道府県によってはパスポートの提示が必要
な場合があります。また、県内外問わず、対象年齢
や多子世帯向け、妊婦可等条件が異なる場合があり
ます。県外で利用する場合、ＵＲＬ（http://portal.
kumamoto-net.ne.ip/kosodate-ouen/）またはＱＲ
コードからパスポート画像を取得してください。
▶ 

パ
ス
ポ
ー
ト
画
像

この１年、みんなが元気で
過ごせますように・・・。

４月は、おはなし会やベビー
マッサージの会等を企画しています。

年金相談は
完全予約制です

熊本東年金事務所
☎096－367－2503

毎月第４金曜日
１０時～１５時
高森総合センター

福
福　
祉

6人以上

1人以上

前

改正

前

後

届出対象となる１日に保育する乳幼児数

平成28年4月4日発行広報たかもり 680号 （2）（3）



●
市
区
町
村
や
厚
生
労
働
省
等

　
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ

　
ニ
等
の
現
金
自
動
支
払
機
）

　
の
操
作
を
お
願
い
す
る
事
は

　
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て

　
他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん

　
で
も
ら
う
事
は
絶
対
に
で
き

　
ま
せ
ん
。

●
市
区
町
村
や
厚
生
労
働
省
な

　
ど
が
給
付
金
支
給
の
た
め
に

　
手
数
料
等
の
振
込
を
求
め
る

　
こ
と
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。

●
厚
生
労
働
省
が
世
帯
構
成
や

　
銀
行
口
座
の
番
号
な
ど
、
個

　
人
情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は

　
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
自
宅
や
職
場
な

　
　
　
　
　
　
ど
に
、
市
区
町

　
　
　
　
　
　
村
や
厚
生
労
働

省
の
職
員
等
を
か
た
っ
た
電
話

が
あ
っ
た
り
、
郵
便
が
届
い
た

ら
迷
わ
ず
、
市
区
町
村
や
最
寄

り
の
警
察
署
（
又
は
警
察
相
談

電
話(

♯
９
１
１
０
））
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

｢

高
齢
者
向
け
の
給
付
金｣

（
３
万
円
）
を

よ
そ
お
っ
た｢

振
り
込
め
詐
欺｣

や
、

｢

個
人
情
報
の
詐
取｣

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

問 
県
警
本
部　
生
活
安
全
企
画
課

　
　

 
☎
０
９
６
（
３
８
１
）
０
１
１
０

　

 
九
州
財
務
局　
金
融
監
督
第
一
課

　
　

 
☎
０
９
６
（
３
５
３
）
６
３
５
１

問 

厚
生
労
働
省
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

 

☎
０
５
７
０
（
０
３
７
）
１
９
２

　

 

住
民
福
祉
課  

福
祉
係 

☎
（
62
）
１
１
１
１
内
線

132

Q. よくあるご質問 A. 回答
Q. 「平成 27 年度臨時福祉給付金

の支給対象者」とはどのような
人ですか？

A. 平成 27 年度分の住民税が課税さ
れていない方です。（ただし、住
民税において、課税者の扶養親
族になっている方は除きます。）

Q. 年金を受給していなくても、今
回の給付金の支給対象者になり
ますか？

A. 支給対象者になります。年金を受
給しているか否かは問いません。

Q. 住民税が課税されない所得水準
の目安（非課税限度額）を教え
てください。

A. お住まいの地域によって異なり
ますが、収入が年金のみで東京
23 区等にお住まいの場合、単身
者で年収「155 万円」、配偶者
を扶養している場合で年収「211
万円」となります。

Q. 平成 27 年度臨時福祉給付金の
支給対象者に該当しますが実際
には受給していません。今回の給付
金の支給対象者になりますか？

A. 支給対象者になります。平成 27
年度臨時福祉給付金を実際に受
給したか否かは問いません。

Q. 「平成 29 年 3 月 31 日までに 65
歳以上になる方」は、いつまで
に生まれた人ですか？

A. 昭和 27 年 4 月 1 日以前に生ま
れた方です。（昭和 27 年 4 月 1
日に生まれた方も含みます。）

Q. 平成 27 年１月 2 日以降に引っ
越した場合の給付金の申請先は
どこですか？

A. 平成 27 年１月１日時点で住民
票がある市町村になります。給
付金は申請先の市町村から支給
されます。

※ 平成 27年１月 2日以降に市町村の
区域を越えて引っ越した場合は、申
請先が現在お住まいの市町村と異な
りますので、ご注意ください。

　
特
殊
詐
欺
の
被
害
を
防
止
す

る
た
め
、
金
融
機
関
窓
口
で
高

齢
者
が
高
額
の
預
貯
金
を
引
き

出
す
場
合
、
次
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
①
確
認
シ
ー
ト
を
使
い
、
詐

欺
被
害
に
遭
っ
て
い
な
い
か
職

員
の
声
掛
け
を
行
い
ま
す
。

　
②
可
能
な
限
り
現
金
で
の
払

出
し
を
避
け
、「
振
込
み
」
又

は
現
金
化
に
本
人
確
認
が
必
要

な
「
預
貯
金
小
切
手
」
の
利
用

を
勧
め
ま
す
。

　
③
顧
客
の
言
動
に
特
殊
詐
欺

被
害
の
可
能
性
が
あ
る
場
合
は

警
察
へ
連
絡
し
、
被
害
の
有
無

を
確
認
し
ま
す
。

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
の
た
め
、
金
融
機
関
窓
口
で
声
掛
け
を
実
施
中
！

︽
支
給
対
象
者
︾

　
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
の
支
給
対
象
者
に
該
当
す
る

方
の
う
ち
、
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で
に
65
歳
以
上
に
な
る
方

（
た
だ
し
、
生
活
保
護
の
受
給

者
等
は
除
き
ま
す
。）

︽
申
請
方
法
︾

●
高
齢
者
向
け
給
付
金
を
受
け

　
取
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必

　
要
で
す
。

●
申
請
先
は
、
平
成
27
年
１
月

　
１
日
時
点
で
住
民
票
が
あ
る

　
市
町
村
で
す
。（
平
成
27
年

　
か
ら
現
在
ま
で
移
転
が
な
け

　
れ
ば
、
基
本
的
に
現
住
所
の

　
あ
る
市
町
村
に
な
り
ま
す
。

（
例
）

　
左
記
の
方
法
は
一
例
で
す
。 

詳
細
は
各
市
町
村
へ
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

確
認
じ
ゃ
！

　
　「
高
齢
者
向
け
給
付
金
」

　
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に

向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が

及
び
に
く
い
高
齢
者
の
方
を
支

援
し
ま
す
。

●
給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に

　
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

●
申
請
先
は
、
昨
年
（
平
成
27

　
年
）
１
月
１
日
時
点
で
お
住

　
ま
い
の
市
町
村
で
す
。

︽
支
給
額
︾

　
１
人
に
つ
き
、
３
万
円

　
　
※
支
給
は
１
回
で
す
。

︻
申
請
受
付
期
間
︼

７
月
29
日
㊎
ま
で

　

  

※ 

郵
送
の
場
合
、

  　

    

当
日
消
印
有
効

！

　
　
　
　
　
　
自
宅
や
職
場
な

　
　
　
　
　
　
ど
に
、
市
区
町

　
　
　
　
　
　
村
や
厚
生
労
働

無料登記相談所（予約制）を開設します！！
　熊本地方法務局職員による土地・建物等の売買・贈与・相続等の登記に関する無料
の登記相談所が下記のとおり開設されます。お気軽にご相談ください（事前予約必要）。
　日　時：４月２１日（木）１０：３０～１５：００
　場　所：阿蘇市役所２階会議室
　予約先：熊本地方法務局阿蘇大津支局　（☎０９６－２９３－２２７２）
　その他：不動産登記に関する相談及び WEBカメラを利用した商業・法人登記に関す
　　　　　る相談（いずれも予約制）を行っておりますので、ご利用ください。

① 

申
請
書
を
入
手

　
申
請
対
象
者
に
直
接
申
請

書
を
住
所
地
に
郵
送
し
ま
す
。

※ 

４
月
末
日
ま
で
に
郵
送

② 

申
請
書
に
記
入

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
漏

れ
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

申
請
書
を
提
出

　
申
請
書
の
記
入
、
必
要
書

類
を
添
付
し
、
申
請
受
付
期

間
内
に
市
町
村
へ
郵
送
す
る

か
、
市
町

村
の
窓
口

に
直
接
提

出
し
て
く

だ
さ
い
。

④ 

給
付
金
の
受
取

　
支
給
要
件
を
満
た
し
た
方

は
、
申
請
書
に
記
載
し
た
指

定
口
座
に
入
金
さ
れ
ま
す
。
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４
月
は
「
未
成
年
者
飲
酒
防
止
強
化
月
間
」
で
す

車　種 平成 27 年度まで 平成 28 年度以降

原
動
機
付
自
転
車

総 排 気 量 50 ㏄
以 下（ 定 格 出 力
0.6kw 以下）

１，０００円 ２，０００円

総 排 気 量 50 ㏄
超 90㏄以下（定
格 出 力 0.6kw 超
0.8kw 以下）

１，２００円 ２，０００円

総排気量 90㏄超
125 ㏄ 以 下（ 定
格 出 力 0.8kw 超
1kw 以下）

１，６００円 ２，４００円

ミニカー（三輪以
上）（総排気量 20
㏄ 超 50cc 以 下 ）

（定格出力0.25kw
超 0.6kw 以下）

２，５００円 ３，７００円

二輪の軽自動車
（125㏄超 250㏄以下） ２，４００円 ３，６００円

小　型
特　殊
自動車

農耕作業用のもの １，６００円 ２，４００円

その他のもの ４，７００円 ５，９００円

二輪の小型自動車（250cc 超） ４，０００円 ６，０００円

　
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
並
び
に
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の

納
税
は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金

口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る

「
振
替
納
税
」
が
大
変
便
利
で

す
。利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
振
替
納
税
の
振
替
日
は
、
下

記
の
と
お
り
で
す
。

︻
申
告
所
得
税
及
び

  

復
興
特
別
所
得
税
の
振
替
日
︼

　
　
４
月
20
日
（
水
）

︻
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

  （
個
人
事
業
者
）
の
振
替
日
︼

　
　
４
月
25
日
（
月
）

　
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車
、
二
輪
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
等

　
購
入
や
登
録
の
時
期
に
関
わ

ら
ず
、
全
て
の
車
両
で
改
正
後

の
税
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

三
輪
・
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

　
「
平
成
27
年
４
月
１
日
以
後

に
初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を

受
け
た
車
両
︻
※
２
︼」
及
び

「
初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を

受
け
た
月
か
ら
起
算
し
て
13
年

を
超
え
る
車
両
︻
※
３
︼」
に

つ
い
て
は
新
税
額
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
経
年
重
課
税
及

び
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）

の
適
用
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
︻
※
１
︼ 

改
正
前
の
税
額
が

適
用
さ
れ
、
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。（
＊
初
め
て
車
両
番
号
の

指
定
を
受
け
て
か
ら
13
年
を
経

過
し
た
車
両
は
、︻
※
３
︼
の

税
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。）

　
︻
※
２
︼ 

改
正
後
の
税
額
が

適
用
さ
れ
ま
す
。（
＊
平
成
27

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
に
初
め
て
車
両
番

号
の
指
定
を
受
け
た
三
輪
・
四

輪
以
上
の
軽
自
動
車
で
、
一
定

の
環
境
性
能
を
満
た
す
車
両

は
、
平
成
28
年
度
に
限
り
、
別

の
税
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
（
詳

細
は
担
当
課
ま
で
）。）

　
︻
※
３
︼ 

電
気
軽
自
動
車
、

天
然
ガ
ス
軽
自
動
車
、
メ
タ

ノ
ー
ル
軽
自
動
車
、
混
合
メ
タ

ノ
ー
ル
軽
自
動
車
、
ガ
ソ
リ
ン

を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用

い
る
電
力
併
用
軽
自
動
車
、
被

け
ん
引
自
動
車
は
除
き
ま
す
。

国
税
だ
よ
り（
申
告
所
得
税・消
費
税
の
振
替
期
日
）

平
成
28
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の
税
額
が
変
わ
り
ま
す
！

問 

熊
本
国
税
局　
酒
税
課

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

問 

税
務
課　
税
務
係

☎
（
62
）
１
１
２
３
︽
直
︾

　
未
成
年
者
が
飲
酒
を
し
た
場

合
に
は
、
脳
障
害
等
の
「
身
体

的
影
響
」、
精
神
的
成
長
や
心

理
的
発
達
の
停
止
等
の
「
精
神

的
影
響
」
及
び
非
行
問
題
等
の

「
社
会
的
影
響
」
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、「
未
成
年
者
飲

酒
禁
止
法
」
に
よ
り
、
20
歳
未

満
の
者
の
飲
酒
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
違
反
し
た
場
合
の

罰
則
は
、
飲
酒
を
し
た
未
成
年

者
本
人
で
は
な
く
、
親
や
、
未

成
年
者
が
自
ら
飲
酒
す
る
こ
と

を
知
り
な
が
ら
お
酒
を
販
売
・

提
供
し
た
販
売
業
者
等
に
対
し

て
科
さ
れ
ま
す
。

　
大
人
は
、
社
会
全
体
の
責
務

と
し
て
、
未
成
年
者
飲
酒
の
未

然
防
止
を
積
極
的
に
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
国
税
庁
を
含
む
関
係

省
庁
は
、
毎
年
４
月
を
「
未
成

年
者
飲
酒
防
止
強
調
月
間
」
と

し
て
、
全
国
的
な
広
報
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 

阿
蘇
税
務
署　
☎
（
22
）
０
５
５
１

シリーズ防災　  　今回から時節に応じた防災に関する知識や対策を発信してまいります。
　質問や要望がございましたら、お気軽にお問い合わせください。
　　　　高森町役場　総務課　担当：吉田　　☎６２－１１１１　内線１１１

１　防災への取り組み
① 自助：共助：公助
　   ７   ：   ２    ：   １

　防災に関する初動対処の比率は、阪神淡路
大震災以降、上記のようになっています。特
に大きな災害では、公助は災害が起こった直後には期待できません。

　　　　　　　　　　　　　自助：「自分自身又は家族での対処」
　　　　　　　　　　　　　共助：「自治会や自主防災会による
　　　　　　　　　　　　　　　　  助け合い」
　　　　　　　　　　　　　公助：「地方自治体・消防・警察・
　　　　　　　　　　　　　　　　  自衛隊などによる支援」

② 家庭における取り組み
　ア　家具の固定、懐中電灯、割れ物対策
　　　スリッパ等の準備
　イ　非常用食料等の備蓄（３日分）
　ウ　非常持出し袋の準備（常備薬など）
　エ　災害時の避難場所等の確認
　オ　家族同士の連絡手段の確認

③ 自主防災組織
　各地区の自治会などを中心に組織し、日頃は防災訓練や救急救命
講習会などを行ったり各種行事に合わせて炊き出し訓練などを行い
ます。災害が発生した場合は、お互いに協力して避難をしたり、役
場の職員と協力して避難所の運営などを行います。

　　　　　　　　　　　　　自助：「自分自身又は家族での対処」
　　　　　　　　　　　　　共助：「自治会や自主防災会による
　　　　　　　　　　　　　　　　  助け合い」
　　　　　　　　　　　　　公助：「地方自治体・消防・警察・
　　　　　　　　　　　　　　　　  自衛隊などによる支援」

車　　種
（ 三輪・四輪以上の

軽自動車の場合 ）

平成 27 年 3 月 31 日
以前に初めて車両番
号（ナンバー）の指定
を受けた車両【※ 1】

平成27年4月1日以後に初めて車両番号（ナンバー）の指定を 初めて車両番号（ナ
ンバー）の指定を受
けてから 13 年を経
過した車両【※ 3】

受けた車両
【※ 2】

グリーン化特例（軽課）（取得の翌年度に限る）
概ね 75％軽減 概ね 50％軽減 概ね 25％軽減

三輪のもの（660㏄以下） ３，１００円 ３，９００円 １，０００円 ２，０００円 ３，０００円 ４，６００円

四輪以上
( ６ ６ ０
cc 以 下 )
のもの

乗用
営業用 ５，５００円 ６，９００円 １，８００円 ３，５００円 ５，２００円 ８，２００円
自家用 ７，２００円 １０，８００円 ２，７００円 ５，４００円 ８，１００円 １２，９００円

貨物用
営業用 ３，０００円 ３，８００円 １，０００円 １，９００円 ２，９００円 ４，５００円
自家用 ４，０００円 ５，０００円 １，３００円 ２，５００円 ３，８００円 ６，０００円

税

税　
務
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消　
防 

南
部
分
署

問  

☎
（
６
２
）
９
０
３
４

小
さ
な
剣
士
が
大
奮
闘

▲ 受賞された皆さん

　
阿
蘇
広
域
消
防
本
部
で
は
、
毎
年
管

内
の
小
学
４
年
生
を
対
象
に
、
防
火
ポ

ス
タ
ー
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
３
７
６
点
も
の
応
募
が
あ

り
、
高
森
町
内
で
は
２
名
の
方
が
受
賞

し
ま
し
た
。
受
賞
し
た
皆
さ
ん
、
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
小
学
４
年
生
の
皆
さ
ん
、

来
年
は
あ
な
た
た
ち
の
出
番
で
す
。
力

作
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
入
賞
者
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

銀　
賞　
林
天
授
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
高
森
東
小
学
校
）

　
　
　
　
住
吉
希
琉
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
高
森
中
央
小
学
校
）

火
事
・
救
急
１
１
９

防
火
ポ
ス
タ
ー
の
展
示・表
彰

　町内小中学校の学校給食に、あか牛を使った料
理が登場し、中央学園では『あか牛どんぶり』、
東学園では『あか牛サイコロステーキ』が並びま
した。これは、「美しい農村再生支援事業」の食
育の取り組みとして行ったものです。地元畜産農
家からのビデオレターが流され、児童生徒は阿蘇
の美しい草原を守っていくことや命の大切さを学
びました。ビデオには放牧されたあか牛も登場し、
思わず歓声を上げる児童生徒もいました。

﹃
あ
か
牛
﹄が

学
校
給
食
に
登
場
！

ど
ん
ぶ
り
!?
サ
イ
コ
ロ
ス
テ
ー
キ
!?

　11 の一般チーム（オープン参加含む）と 11 の小学生チーム、
8 の中学・高校生チームがスタートラインに並列し、開始の合
図と共に一斉に走り出しました。観光交流センター前をスター
ト・ゴールにした高低差のある３周回コース（6.6㎞）を６名
の選手が力走。子どもから大人まで顔を歪めつつも、「交通安全」
と書かれたタスキをつなぎ、沿道の応援者や地域住民に交通安
全を呼びかけました。ゴール後は町食生活改善推進員連絡協議
会手作りのおにぎりと豚汁が振る舞われ、体を温めていました。

仲間にタスキを繋げて
交通安全宣言駅伝大会

　高森中学校で行われた第４回阿蘇郡市剣道連盟小学校個
人学年別剣道大会に高森少年剣道クラブから 8 名の剣士
が参加し、うち６名が入賞する快挙を成しました。
　　　小学２年以下の部　優　勝　　中川　徠斗
　　　小学３年男子の部　第３位　　徳丸　新太
　　　小学３年女子の部　準優勝　　興梠　七菜
　　　小学５年男子の部　準優勝　　興梠　正伍
　　　　　　〃　　　　　第３位　　佐野　裕樹

ト
ロ
ッ
コ
列
車
発
車
式

﹁
し
ゅ
っ
ぱ
つ

  
し
ん
こ
う
～
！
﹂

　毎年およそ５万人が利用する南阿蘇鉄道のトロッコ
列車が、今シーズンの運行を開始しました。高森駅で
発車式が行われ、高森幼稚園の年長児や保護者など約
40 名が参加しました。式では、園児による楽器の演
奏やくす玉割りが行われ、藤本悠希くん（高森・昭和）
と古澤敬一高森駅長が発車を合図。園児たちは、抽選
で選ばれた今季の第一搭乗者と共にトロッコ列車を楽
しみました。トロッコ列車は、11 月 30 日までの土・日・
祝日と春休み・夏休み期間の毎日運行されます。

　消防法の規定に基づき、平成２８年度第１回危険物取扱
者試験が次の日程で実施されます。

１．試験の種類、試験日等

　　※ 詳しくは、試験案内をご覧ください。

２．願書等の配置場所
　受験願書等は、（一財）消防試験研究センター熊本県支部、
熊本市消防局・熊本県下消防本部及び熊本県総務部市町村・
税務局消防保安課に配置しています。

問（一財）消防試験研究センター熊本県支部
　　熊本市中央区九品寺 1 丁目 11 番 4 号   県教育会館４階
         ☎０９６－３６４－５００５

危 険 物 取 扱 者 試 験 案 内

試験の種類 試験日 願書受付期間 試験地
甲種
乙種

第 1 ～ 6 類
丙種

６
月
12
日

（日）

書 面
申 請

4 月 14 日（木）
～4月21日（木）

熊本市
八代市
天草市
玉名市

電 子
申 請

4 月 11 日（月）
～4月18日（月）

平成28年4月4日発行広報たかもり 680号 （6）（7）

2月19日（金）

2月11日（木）

2月21日（日）

3月5日（土）



高
森　

警
察
署

問  

通
報
・
相
談　
☎
（
６
２
）
０
１
１
０

　城井順一教諭（写真右／高森中央小学校）と石井祐介教
諭（写真左／高森東中学校）が平成 27 年度ＩＣＴ（情報
通信技術）夢コンテストの（一社）日本教育情報化振興会
奨励賞を受賞し、東京都で開催された教育の情報化推進
フォーラムで表彰されました。城井教諭はＩＣＴを活用し
て地域や家庭と学校の学びをつなぐ実践を、石井教諭は
ウェブ会議システムを活用した遠隔交流授業の活用による
学習形態の工夫に関する実践を報告。先進的かつ独創的な
取り組みと実践による絆の深まりが高く評価されました。

高
森
町
教
職
員
が
受
賞

先
進
×
独
創 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
取
組

　
春
は
新
入
学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
交

通
社
会
に
仲
間
入
り
し
た
新
入
学
児
童

の
交
通
事
故
被
害
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
も
依
然
と

し
て
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
運
転
者
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
も
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

自
動
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
　
　
　
～
自
動
車
安
全
利
用
五
則
～

①
自
動
車
は
車
道
が
原
則

　
歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で

　
車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　
（
飲
酒
運
転
、
二
人
乗

　

 

り
、
並
進
の
禁
止
。
夜
間
は
ラ
イ

　

 

ト
を
点
灯
。
交
差
点
で
の
信
号
遵

　

 

守
と
一
時
停
止
・
安
全
確
認
）

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　
ど
の
座
席
で
も
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
、
６
歳
未
満
の
幼
児
は
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

　
わ
ず
か
な
お
酒
で
も
、
運
動
能
力
・

判
断
力・注
意
力
を
鈍
ら
せ
、「
ち
ょ
っ

と
だ
け
」
の
軽
い
気
持
ち
が
重
大
事
故

に
繋
が
り
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
を
「
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
」環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

４
月
６
日
㊌
か
ら
15
日
㊎
ま
で
の
10
日
間

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施

　卒園する年長児が、これまでの給食料理の中からリク
エストする「お別れバイキング給食」が行われました。
これは、保育と食育が一体となった取組として 25 年以
上も前から続いています。唐揚げやエビフライのほか、
魚の塩焼き、筑前煮などの和食を含む 13 品が出され、
園児たちは上手に箸でお皿によそっていました。ホール
で年下の子達や、給食の先生、保育の先生みんなで同じ
場所で同じものを食べている姿は、まるでレストランの
ような光景でした。

高
森
保
育
園
中
央
ホ
ー
ル
が

レ
ス
ト
ラ
ン
に
大
変
身 

!?

　だんだんと暖かくなり、気軽に登山、ハイキングなどを楽しむ季節と
なりました。万全な計画と装備で安全に登山を楽しみましょう！
  ①  登山届の提出は済んでいますか。
  　  （県内の山岳であれば、県警ホームページからも提出できます。）
  ②  家族や知人に登山日程を連絡しましたか。
  ③  余裕のある計画を立てていますか。
  ④  気象情報を確認しましたか。
  ⑤  雨合羽、ライト、携帯電話（予備電池も）、防寒具を携行していますか。
  ⑥  食料品、飲料水は充分に用意していますか。
  ⑦  地図、コンパス、ＧＰＳ、笛等を準備していますか。

登  山  前  の  安  全  チ  ェ  ッ  ク  ！  ！

︻
運
転
の
重
点
︼

高森 高高森 高 高森東小高森東小

高森東保高森東保
高
森
中

高
森
中

高森東 中高森東 中

　３月吉日、町内の小中学校で卒業式、保育園等で卒園
式が執り行われました。この春、巣立っていく学生・園
児たちは下級生や先生との別れを惜しみ、思い出を胸に
抱きしめ、学び舎を後にしました。

・３月 1日   高森高等学校　    卒業生39名
・３月11日   高森中学校　　    卒業生43名
・３月11日   高森東中学校　    卒業生 4名
・３月24日   高森中央小学校    卒業生37名
・３月24日   高森東小学校　    卒業生 6名
・３月19日   高森幼稚園          卒園生19名
・３月25日   高森保育園　　    卒園生19名
・３月25日   色見保育園　　    卒園生  7名
・３月26日   高森東保育園　    卒園生  5名

旅
立
ち
の
卒
業（
園
）式

別
れ
を
惜
し
み
、新
し
い
道
へ

平成28年4月4日発行広報たかもり 680号 （6）（7）
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健　康

人　権
　
虐
待
を
し
て
い
る
保
護
者
は

虐
待
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て

い
な
い
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。「
ど
こ
ま
で
が
し
つ
け

で
、
ど
こ
か
ら
が
虐
待
な
の

か
」
と
い
っ
た
疑
問
が
聞
か
れ

ま
す
が
、
保
護
者
が
し
つ
け
だ

と
思
っ
て
い
て
も
そ
の
行
為
が

子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、
子

ど
も
の
成
長
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
で
あ
れ
ば
虐
待
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　
国
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成

21
年
度
に
全
国
の
児
童
相
談
所

が
虐
待
と
し
て
対
応
し
た
件
数

は
４
４
，
２
１
１
件
で
、
児
童

虐
待
防
止
法
施
行
前
の
平
成
11

年
度
（
１
１
，
６
３
１
件
）
の

３・
８
倍
で
し
た
。
ま
た
虐
待

で
死
亡
し
た
子
ど
も
は
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
平
成
21
年
３
月

ま
で
に
67
人
（
心
中
を
含
め
る

と
１
２
８
人
）と
な
り
ま
し
た
。

　
件
数
の
増
加
は
、
世
間
体
に

よ
り
隠
さ
れ
て
き
た
事
例
が
正

当
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
や
、
景
気
低
迷
に

よ
る
保
護
者
の
経
済
状
況
の
悪

化
も
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。（
法
務
省
人
権

擁
護
局
人
権
啓
発
教
材
参
考
）

その他
　

２
月
１
日
か
ら
２
月
10
日
ま

で
に
実
施
し
た
本
調
査
の
結
果

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
調
査

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
公
共
施
設
の
最
適
化
を
図
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
施
設

管
理
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

町
民
の
日
常
の
公
共
施
設
の
利

用
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
真
に
町
民
が
望
む
公
共
施

設
の
あ
り
方
に
対
す
る
意
識
・

意
見
を
把
握
す
る

　
調
査
期
間
中
、
高
森
町
に
住

民
票
を
有
す
る
全
世
帯
（
２
，

８
４
１
世
帯
）
を
対
象
に
、
調

査
票
等
を
郵
送
で
配
布
し
、
郵

送
で
回
収（
郵
便
受
取
人
払
い
）

郵
送
総
数　

２
，
７
１
５
通

回
収
数　
１
，
４
１
１
枚

回
収
率　
５
１ 

・
９
７
％

※
全
世
帯
数
と
郵
送
総
数
の
差

　
１
２
６
通
の
内
訳
は
、
老
人

　
福
祉
施
設
等
入
所
者
１
０
８

　
通
、
宛
先
不
明
返
送
18
通

①

②
あ
な
た
の
世
帯
員
の
昨
年
１
年
間
に
お
け
る
公
共
施
設
の
利
用
状
況
は

③
統
合
や
移
転
新
築
に
よ
り

使
用
し
て
い
な
い
旧
保
育

園
舎
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
べ
き
か

④
入
浴
施
設
を
町
が
運
営
し
続
け

る
場
合
、
足
り
な
い
財
源
を
税

金
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か

旧色見
保育園

旧草部
北　部
保育園

旧河原
保育園

解 体 379 410 407

売 却 539 497 486
地域

住民で
再利用

241 205 215

無回答 252 299 303

⑥
今
あ
る
公
共
施
設
を
維
持
し

続
け
る
場
合
、
必
要
な
財
源

と
し
て
使
用
料
等
に
つ
い
て

ど
う
し
て
い
く
べ
き
か

地 区 名 使用料
値上

使用料維持し、 わから
ない 無回答施設削減 サービス減

高　 森 115 390 28 57 91
色　 見 20 75 8 7 12
上 色 見 23 38 7 8 13
草部南部 30 50 5 8 28
草部北部 3 24 1 5 5
野尻・津留 9 39 2 11 13
尾下・河原 10 29 2 6 15
地区不明 32 103 8 17 64
全 体 242 748 61 119 241

⑦
将
来
的
に
公
共
施
設
を
減
ら

す
場
合
、
ど
の
よ
う
な
施
設

を
減
ら
し
て
い
く
べ
き
か

地 区 名 利用者が
少ない

一部の個人や
団体しか使用
していない

維持管理
費用が

かかり過ぎ
用途が重複
している

建物や設備
が老朽化

利用されない
空間を放置

わから
ない 無回答

高　 森 377 210 346 290 323 359 22 94
色　 見 73 37 63 52 59 68 5 8
上 色 見 59 31 39 35 33 41 2 11
草部南部 57 23 49 37 61 56 8 28
草部北部 15 13 22 16 16 22 3 4
野尻・津留 24 22 25 20 30 35 13 15
尾下・河原 29 12 28 14 24 30 4 14
地区不明 97 61 98 65 77 103 15 61
全　　体 731 409 670 529 623 714 72 235

　
住
民
健
診
の
時
期
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
特
定
健
診
は
平

成
20
年
か
ら
実
施
が
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
発
症
前
の
段
階

で
異
常
を
発
見
、
予
防
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40

歳
か
ら
74
歳
の
す
べ
て
の
人

（
通
院
治
療
中
の
人
も
）
が
対

象
で
す
が
、
本
町
の
受
診
率
は

47  

・ 

２
％
（
平
成
26
年
度
）
で
、

国
の
目
標
値
60
％
に
は
届
い
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
・
糖

尿
病
・
肥
満
な
ど
が
代
表
例
で

す
。
本
町
の
死
亡
原
因
の
約
７

割
は
、
生
活
習
慣
病
に
関
係
す

る
疾
患
（
が
ん
、
心
疾
患
、
脳

血
管
疾
患
）に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
動
脈
硬
化
の

引
き
金
に
な
り
、
自
覚
症
状
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
症
状
が
な
い

ま
ま
静
か
に
進
行
し
ま
す
。

　

病
気
に
気
づ
か
な
か
っ
た

り
、
気
づ
い
て
も
「
自
分
は
大

丈
夫
」
と
治
療
を
せ
ず
に
放
っ

て
お
い
た
り
す
る
と
、
あ
る
日

突
然
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
、

腎
不
全
な
ど
の
血
管
障
害
が
起

こ
り
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
「
今
は
元
気
だ
か
ら
」
な
ど

と
、
つ
い
自
分
に
は
関
係
な
い

と
思
い
が
ち
な
健
診
で
す
が
、

そ
れ
は
大
き
な
誤
解
で
す
。

　
特
定
健
診
は
、
自
身
の
健
康

状
態
を
知
り
、
日
々
の
生
活
習

慣
を
振
り
返
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
ま
ず
は
受
診
し
て
、
自
分

の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

※
今
年
度
の
健
診
に
関
す
る
詳

　
細
は
、
今
後
広
報
誌
や
Ｔ
Ｐ

　
Ｃ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
対
象
者
に
は
、
特
定
健
診
受

　
診
券
を
５
月
中
旬
か
ら
順
次

　
送
付
し
ま
す
。

※
受
診
時
に
高
森
町
国
民
健
康

　
保
険
の
資
格
の
な
い
人
は
対

　
象
外
で
す
。
健
診
を
受
け
た

　
い
場
合
は
、
加
入
の
医
療
保

　
険
者
（
会
社
等
）
に
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
同
時
実

　
施
の
が
ん
検
診
は
高
森
町
住

　
民
の
方
全
員
が
対
象
で
す
。

問 

住
民
福
祉
課

  　
人
権
同
和
啓
発
係

☎
（
62
）
１
１
１
１　

　

  

内
線
１
３
１

問 

健
康
推
進
課

  　
　
健
康
推
進
係

☎
（
62
）
１
１
１
１　

　

  

内
線
１
２
３

問 

生
活
環
境
課

☎
（
62
）
２
２
２
５

児
童
虐
待
に

つ
い
て
④

特
定
健
診
の
メ
リ
ッ
ト

〈
お
得
な
健
診
費
用
〉

　

約
８
千
円
の
基
本
検
査
を

１
千
５
百
円
程
度
の
自
己
負
担

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

〈
が
ん
検
診
と
同
時
受
診
可
能
〉

　
特
定
健
診
に
は
が
ん
検
診
項

目
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
が
、
高
森

町
が
実
施
す
る
各
種
「
が
ん
検

診
」
と
の
同
時
受
診
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

普
段
の
生
活
が
深
く
関
係

し
て
い
る「
生
活
習
慣
病
」

目
的

健康講座

５
年
後
、
10
年
後

何
を
し
て
い
た
い
で
す
か
？

《
町
公
共
施
設
》利
用
状
況
、意
識
調
査
の
結
果

調
査
方
法

結
果あ

な
た
の
世
帯
の
住
所
地
は

地 区 名 世帯数 割　合
高 森 681 48.3％
色 見 122  8.6％
上 色 見 89 6.3％
草部南部 121 8.6％
草部北部 38 2.7％
野尻・津留 74 5.2％
尾下・河原 62 4.4％
地区不明 224 15.9％
全 体 1,411 100％

利用
した

利用して
いない 無回答

高森温泉館 719 649 43
朋遊館浴場 100 1,102 209
高森総合センター 597 656 158
色見総合センター 194 977 240
上色見総合センター 154 1,012 245
草部総合センター 200 1,002 209
河原総合センター 59 1,099 253
草部生涯学習センター校舎 61 1,110 240
草部南部生涯学習センター校舎 75 1,108 228
高森自然学校校舎 77 1,088 246
河原生涯学習センター校舎 28 1,123 260
色見生涯学習センター体育館 87 1,078 246
上色見生涯学習センター体育館 107 1,051 253
草部生涯学習センター体育館 123 1,066 222
高森自然学校体育館 94 1,091 226
河原生涯学習センター体育館 45 1,104 262
高森町民体育館 376 859 176
高森町民グラウンド 229 963 219
草部グラウンド 134 1,063 214
尾下体育館 51 1,108 252

温泉館 朋遊館
今までどおり
町が運営 198 80
赤字解消し
町が運営 274 105
民間企業に
運営委託 157 83
売　　 却 350 222
閉　　 館 84 310
わからない 119 272
無 回 答 229 339

⑤
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
伴

う
建
替
え
や
維
持
管
理
に

か
か
る
経
費
を
軽
減
す
る

た
め
に
有
効
な
方
法
は

地 区 名 公共施設
を減らす

建替せず
改修で維持

わから
ない 無回答

高 森 413 137 39 92
色 見 88 17 7 10
上 色 見 52 21 5 11
草部南部 61 28 7 25
草部北部 23 8 2 5
野尻・津留 38 13 8 15
尾下・河原 35 13 4 10
地区不明 114 37 17 56
全 体 824 274 89 224

⑧
今
後
の
公
共
施
設
の
あ
り

方
を
考
え
る
上
で
最
も
大

切
と
思
う
こ
と
は
何
か

地 区 名 安心・安全 統廃合 利便性向上 わからない 無回答
高　 森 120 339 86 27 109
色　 見 18 66 19 6 13
上 色 見 13 47 13 3 13
草部南部 25 48 13 7 28
草部北部 8 16 6 3 5
野尻・津留 14 28 5 13 14
尾下・河原 10 24 11 5 12
地区不明 28 89 28 13 66
全 体 236 657 181 77 260

特
定
健
診
５
割
届
か
ず

高
森
町
の
受
診
率
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み
ん
な
の
掲
示
板

歌　
詠　
み

歌　
詠　
み

　

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
等
開
催
に
伴
い
、

空
港
で
の
手
荷
物
検
査
や
港
で
の
船
舶
の

取
締
り
、
輸
出
入
貨
物
検
査
を
強
化
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。︽
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.custom

s.go.jp/new
s/

new
s/oshirase/20160303.htm

）︾

　
こ
れ
か
ら
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
が
始
ま

り
、
ミ
ツ
バ
チ
が
訪
花
す
る
時
期
と
な
り

ま
す
。
防
除
の
際
は
ミ
ツ
バ
チ
に
農
薬
散

布
に
よ
る
危
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
近
く

の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計
画
な

ど
事
前
に
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
、
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
９
日
ま
で
の
間
、「
青
年
海
外
協

力
隊
」「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
春
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.jica.go.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
奉
仕
者
募
集

問 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本

☎ 

０
９
６
（
３
５
９
）
２
１
３
０

問 

県
農
業
技
術
課

☎ 

０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
８
１

　

  

県
畜
産
課

☎ 

０
９
６
（
３
３
３
）
２
４
０
１

２月21日～３月20日

町長 のうごき ● 60回の公務・会議への参加の一部です。
●他、18回の準公務・政治活動への参加を行いました。

Kusamura Daisei

２
月
21
日
（
日
）
第
37
回
高
森
町
交
通
安
全
宣
言
駅
伝
大
会

２
月
29
日
（
月
）
第
１
回
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
定
例
会
（
阿
蘇
市
）

高
森
中
央
小
学
校
給
食
共
同
調
理
場
給
食
物
資
納
入
組
合
総
会

３
月
１
日
（
火
）
高
森
高
校
卒
業
証
書
授
与
式

３
月
４
日
（
金
）
阿
蘇
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
第
４
回
理
事
会
（
阿
蘇
市
）

３
月
11
日
（
金
）
高
森
町
立
中
学
校
卒
業
式

３
月
13
日
（
日
）
第
28
回
「
新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り
」
ラ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト

３
月
15
日
（
火
）
平
成
28
年
度
自
衛
隊
入
隊
壮
行
会

３
月
17
日
（
木
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
街
づ
く
り
推
進
会
議
「
地
域
懇
談
会
」

総
務
省
有
害
獣
対
策
視
察
対
応

番号 担当課 入札日
又は契約日 工事（業務委託）名 工　　期 契約相手 請負代金

１ 建設課 １月26日 津留・宮ノ前線測量業務委託 1月26日～  3月  5日 ( 株 ) 河津測量設計 2,592,000円
２ 建設課 ２月  8日 牧戸線道路舗装整備工事 2月  8日～  3月13日 ( 資 ) 石原建設 3,434,400円
３ 建設課 ２月  8日 九州北部豪雨災害対策事業中原線道路舗装整備工事 2月  8日～  3月22日 ( 株 ) 草村企業 7,668,000円
４ 建設課 ２月16日 村山・旭通線道路整備工事 2月16日～  3月22日 ( 資 ) 石原建設 26,546,400円
５ 建設課 ３月  2日 高森町道路台帳修正業務委託 3月  2日～  3月25日 ( 有 ) 甲斐測量設計 1,512,000円
６ 建設課 ３月  2日 高森町路面性状・構造調査業務委託 3月  2日～  3月25日  日本道路株式会社熊本営業所 3,402,000円

町発注工事と業務委託契約状況 1 月 19 日～ 3 月 2 日 ※ 入札（随意契約を含む）を行ったすべてを記載しています。（10 万円以上）

長
崎
税
関
か
ら
お
知
ら
せ

問 

密
輸
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎ 

０
１
２
０
（
４
６
１
）
９
６
１

町長 交 際 費

お 悔 やみ

交際費の予算は１年間で１００万円です。
残りの額は 364,046円 です。

予算（交際費の内の弔費分）は１年間で２４万円です。
残りの額は 26,000円 です。

日　付 金　額 分  類 主 な 内 容 備　考

２月29日 9,600円 接遇 ICT 教育視察研修情報交換会
北海道 ･ 長崎県 ･ 熊本県教
育庁、愛媛県西条市 ･ 鹿児
島県徳之島町教育委員会

２月29日 5,000円 御祝
高森中央小学校給食共同調理場給食
物資納入組合総会

高森中央小学校給食共同調
理場給食物資納入組合

３月  1日 10,000円 協賛 阿蘇学会設立第 1 回セミナー協賛金 阿蘇学会設立準備会

金　額 分　類 主 な 内 容 備　考

16,000 円 弔費 香典代 ８件

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。

肥
後         

句︵
阿
蘇
御
神
火
会
︶  

真
っ
白　

南
方
の
客
大
は
し
ゃ
ぎ

市
原　
正
成

年
は
取
っ
て
も　

衣
裳
で
は
れ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス

大
塚
ほ
た
る

駄
目
ね
ェ　

三
三
九
度
で
打
っ
倒
れ

桐
原　
白
酔

真
っ
白　

春
の
訪
れ
ま
だ
遠
し

久
保　
靜
子

駄
目
ね
ェ　

ま
た
大
臣
が
替
ら
し
た

倉
石　
晴
代

駄
目
ね
ェ　

案
山
子
と
遊
ぶ
群
れ
雀

後
藤　
信
子

春
の
息
吹
き　

黄
金
膨
ら
む
福
寿
草

佐
藤
多
可
雄

年
は
取
っ
て
も　

よ
う
頑
張
っ
た
青
ガ
エ
ル

長
尾　
慶
恩

真
っ
白　

突
然
さ
れ
た
癌
告
知

古
木
え
つ
ほ

駄
目
ね
ェ　

同
じ
失
敗
く
り
返
し

松
山
キ
ヨ
子

風
流
さ　

柾
目
ば
か
り
の
応
接
間

三
森　
　
茜

は
か
ら
ず
も　

阿
蘇
の
野
焼
き
を　

間
近
に
す

桐
原　
寿
子

荘
の
友　

初
市
飴
に　

若
返
り

林　
　
久
恵

弥
生
と
は　

思
ひ
出
あ
ま
た　

若
き
日
日

山
村
ふ
み
子

住
み
馴
染
み　

啓
蟄
の
庭　

な
が
め
佇
つ

古
庄　
泰
子

来
る
人
も　

去
る
人
も
酌
む　

花
莚

平
田
ル
リ
子

お
日
様
に　

瞬
き
か
え
す　

犬
ふ
ぐ
り

岩
下　
雅
子

山
路
末
て　

す
み
れ
一
群
れ　

今
さ
か
り

馬
原　
要
子

孫
を
待
つ　

大
皿
盛
り
の　

彼
岸
餅

青
木
千
賀
子

た
ん
ぽ
ぽ
や　

赤
子
の
手
の
ひ
ら　

い
っ
ぱ
い
に

井
上　
真
希

俳　
　
句︵
高
森
菜
の
花
句
会
︶ 
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おくやみもうしあげます ２月受付分 （敬称略） 高森カレンダー

高森峠千本桜
　（３月下旬～４月中旬）
山の麓からだんだんと色付き始め、
長期間桜を見ることができます。

豊年桜（高森阿蘇神社）
　（３月下旬～４月上旬）
県指定ふるさと熊本の樹木で、近郊
の桜に先駆けて花を咲かせます。

鍋の平キャンプ場
　（３月下旬～４月中旬）
根子岳の麓にあるキャンプ場。敷地
内のほか、向かう途中の道にも桜が
並び、楽しませてくれます。

■  ５月１５日（日）
■  ９時～１５時
■  高森湧水トンネル公園
　  西側駐車場横の田んぼ

▲  豊 年 桜

住 　 所 死 亡 者 年 　 齢 ご 遺 族

高　森（下　町） 工藤　安雄 ７６歳 工藤　鈴子

高　森（上　町） 藤野　イク ９８歳 藤野芳太郎

高　森（　森　） 甲斐　節雄 ７８歳 甲斐八重子

上色見（前　原） 荒牧ケサ子 ８５歳 荒牧　徳男

尾　下（片　山） 野尻　舍喜 ９３歳 野尻冨美子

高　森（昭　和） 古庄セキ子 ８３歳 古庄　栄吉

高　森（津　留） 津留ツヤ子 ９２歳 津留　敏光

草　部（社　倉） 大村　幸義 ８６歳 大村　礼子

草　部（小　崎） 佐伯　誠喜 ９５歳 佐伯　富子

月 日 病 ・ 医 院 名 電 話 番 号
４月17日 のむら内科クリニック ☎ 096（292）2250
４月24日 阿蘇立野病院 ☎ 0967（68）0111
４月29日 寺﨑内科胃腸科クリニック ☎ 0967（62）0378
５月  1日 馬原内科医院 ☎ 0967（62）0646
５月  3日 渡邊内科 ☎ 0967（67）1777
５月  4日 渡邉総合内科クリニック ☎ 0967（65）2201
５月  5日 阿蘇立野病院 ☎ 0967（68）0111
５月  8日 平田医院 ☎ 0967（62）0216
５月15日 藤本医院 ☎ 0967（67）0020

の
ご
寄
付

（順不同・敬称略）

甲斐ツヨカ 甲斐八重子 黒石　康一

荒牧　徳男 野尻冨美子 佐藤　敬雄

■町社会福祉協議会へ
愛

診療は午前９時から午後５時まで

人口／６，７６４人　　（△１３）
男性／３，２３０人　　（△５）
女性／３，５３４人　　（△８）
世帯／２，８６８世帯　（△４）

まちの

　（対前月末）

人口

平成 28 年 2 月 29 日現在

４

５

　
４
月
に
入
り
ま
し
た
！
新
年
度
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。
私
が
広
報
を
担
当

し
て
か
ら
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。
取

材
中
は
、
多
く
の
方
か
ら
心
温
ま
る

歓
迎
と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
広
報
誌
は
昨
年
５
月
号
か

ら
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
誌
面
の

中
で
私
が
好
き
な
コ
ー
ナ
ー
は
町
の

話
題
で
す
。
写
真
を
カ
ラ
ー
で
掲
載

で
き
る
こ
と
に
嬉
し
く
思
い
、
ヘ
タ

な
写
真
は
載
せ
ら
れ
な
い
と
、
カ
メ

ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
町
取
材
班
の
ご
理
解
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

４月１６日～５月１５日

April

May

月

月

20㊌ 3 歳 6 ヶ月児健康診断 13:00 ～ 高森総合センター　和室

21㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 草部総合センター

22㊎ 年金相談（完全予約制） 10:00 ～ 高森総合センター　中会議室

28㊍ 移動子育てひろば 10:00 ～ 朋遊館

10㊋ 3 ～ 4 ヶ月児健康診査 13:00 ～ 高森総合センター　和室

12㊍
移動子育てひろば 10:00 ～ 朋遊館

1 歳 6 ヶ月児健康診査 13:00 ～ 高森総合センター　和室

15日 第４回泥りんピック 9:00 ～ 高森湧水トンネル公園駐車場横

高森町の桜　　スポット！！

２０１６　第４回泥りんピック

問 高森町観光協会　☎０９６７－６２－２２３３
　  政策推進課  企画観光係　☎６２－１１１１  内線１５６

問 教育委員会　社会教育係　☎６２－１１１１　内線２４２

　毎年恒例になってきました「泥りんピック」。今年も元気
に開催します！選手たちの応援を宜しくお願いします。
　※ 参加については、本誌２ページをご覧ください。

泥猿も登場!?
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